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名古屋市立平和が丘小学校 

１ 
こう

校
ない

内
せい

生
かつ

活 

（1）
あさ

朝 

  ① 
とう

登
こう

校したら左
ひだり

胸
むね

に
な

名
ふだ

札を
つ

付け、
がく

学
しゆう

習 の
じゆん

準
び

備をしましょう。 

  ② 
とう

登
こう

校したら、
きよう

教
しつ

室の
まど

窓を
あ

開けましょう。 

（2）
ほう

放
か

課 

  ① 
だい

大
ほう

放
か

課と
ひる

昼
ほう

放
か

課は、
そと

外へ
で

出て
あそ

遊びましょう。 

  ② 
ひる

昼
ほう

放
か

課は、
せい

清
そう

掃の
じ

時
かん

間が
お

終わってから
そと

外へ
で

出ましょう。 

  ③ 
う

雨
てん

天
じ

時や
あか

赤
はた

旗の
で

出ている
とき

時は、
きよう

教
しつ

室
ない

内で
しず

静かに
あそ

遊びましょう。 

（3）
あそ

遊び 

  ① 
うん

運
どう

動
じよう

場 での
あそ

遊びについて 

・ ドッジボールは
かく

各
がつ

学
きゆう

級 のボールを
し

使
よう

用しましょう。 

・ 
いち

一
りん

輪
しや

車を
つか

使うことができます。
つか

使い
お

終わったら、
もと

元の
ばん

番
ごう

号の場所
ば し ょ

に
もど

戻しましょう。 

・ ボール遊びは
ゆう

遊
ぐ

具から
はな

離れた
ところ

所 でしましょう。 

  ② 
あそ

遊んでよい
ば

場
しよ

所は
う ん

運
ど う

動
じ よ う

場だけです。 

・北庭
きたにわ

、中庭
なかにわ

、通用
つうよう

門付
も ん ふ

近
きん

、犬走
いぬばし

り（コンクリートの上
じょう

）、学校
がっこう

公園
こうえん

、土間
ど ま

、ネット、体育
たいいく

倉庫
そ う こ

の裏
うら

、

クラブハウス裏
うら

、玄関
げんかん

付近
ふ き ん

、体育館
たいいくかん

などでは遊
あそ

びません。ジャングルジムや遊具
ゆ う ぐ

の周
まわ

りでの鬼
おに

ごっこは

しません。 

（4） 
ろう

廊
か

下
ほ

歩
こう

行と
きよう

教
しつ

室
い

移
どう

動 

  ① 
ろう

廊
か

下や階段は
しず

静かに右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

② 3、4
ねん

年
せい

生は、
きた

北
ど

土
ま

間と
きょう

教
しつ

室の
あいだ

間 を
い

移
どう

動するときは、2
かい

階の
わた

渡り
ろう

廊
か

下、コンピュータ
しつ

室
まえ

前の
かい

階
だん

段を
とお

通り 

   ましょう。 

  ③ 
たい

体
いく

育
かん

館での
しゆう

集
かい

会
ご

後は、5、6
ねん

年
せい

生は
たい

体
いく

育
かん

館
こう

後
ほう

方
で

出
ぐち

口から
で

出て、
しよく

職
いん

員
しつ

室
まえ

前を
とお

通り、
みなみ

南
こう

校
しや

舎
ひがし

東
かい

階
だん

段を
あ

上が 

   って
きよう

教
しつ

室に
もど

戻りましょう。あとの
がく

学
ねん

年は、2
かい

階
わた

渡り
ろう

廊
か

下の
で

出
いり

入
ぐち

口から
で

出て
きよう

教
しつ

室に
もど

戻りましょう。 

（5） 
も

持ち
もの

物 

  ① 
がく

学
しゆう

習 に
ひつ

必
よう

要がない
もの

物は
も

持ってきません。※シャープペン、
ひつ

必
よう

要
い

以
じよう

上 のカラーペン
とう

等 

  ② 
すい

水
とう

筒 

・ 
なか

中
み

身はお
ちや

茶か
みず

水に
かぎ

限ります。氷
こおり

は口
くち

に含
ふく

みません。 

※  熱中症
ねっちゅうしょう

対策
たいさく

のため、５月
がつ

～９月中
がつちゅう

は、スポーツドリンクを持
も

ってきてもよいです。 



（6） 
ふく

服
そう

装 

  ① 
な

名
ふだ

札は、
こう

校
ない

内
ほ

保
かん

管とします。
こう

校
ない

内では
な

名
ふだ

札を
かなら

必 ず
つ

付けましょう。
な

名
ふだ

札にシールなどをはりません。 

  ② 
とう

冬
き

季は、
て

手
ぶくろ

袋 、マフラー、ネックウォーマーをして
とう

登
げ

下
こう

校してもよいこととします。耳当
み み あ

て、フード 

   は
あん

安
ぜん

全を
かんが

考 えて
つか

使いません。授業中
じゅぎょうちゅう

は手袋
てぶくろ

・マフラー、ネックウォーマ、放課
ほ う か

中は安全
あんぜん

を考え
か ん が

、マフ 

    ラー、ネックウォーマーはしません。 

（7） 
しよく

職
いん

員
しつ

室への
で

出
はい

入り 

    
しよく

職
いん

員
しつ

室へは、「
しつ

失
れい

礼します。」「
しつ

失
れい

礼しました。」と
こえ

声をかけ、
うし

後ろの
とびら

扉 から
で

出
はい

入りしましょう。 

    
とく

特
べつ

別
しつ

室のかぎを
と

取りに
く

来る
ば

場
あい

合は「○
ねん

年○
くみ

組○○○○です。□□
しつ

室のかぎを
と

取りに
き

来ました。」と
しよく

職
いん

員
しつ

室の
せん

先
せい

生に
こえ

声をかけましょう。かぎを
かえ

返す
ば

場
あい

合も
おな

同じです。 

（8） 
とう

登
げ

下
こう

校 

  ① 
つう

通
がく

学
はん

班ごとにならんで
とう

登
こう

校しましょう。 

  ② 
こう

交
つう

通
し

指
どう

導
いん

員さんや
がつ

学
く

区の
ひと

人に
あ

会ったら、あいさつをしましょう。 

  ③ 
しゆつ

出
ぱつ

発
じ

時
こく

刻になったら
しゆつ

出
ぱつ

発しましょう。（
おく

遅れている
ひと

人を
ま

待ちません。） 

  ④ 
わす

忘れ
もの

物をしても
いえ

家まで
と

取りに
もど

戻りません。 

  ⑤ 
とう

登
げ

下
こう

校は、
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通りましょう。 

（９） その
た

他 

    
たい

体
いく

育
かん

館ギャラリーの
まど

窓の
あ

開け
し

閉めは、
せん

先
せい

生が
おこな

行 います。 

２ 
こう

校
がい

外
せい

生
かつ

活 

  ① ローラーブレードやキックボード・一
りん

輪
しや

車などは、
こう

交
つう

通
じ

事
こ

故にあわないように、
こう

公
えん

園で
あそ

遊びましょう。 

  ② 
がつ

学
こう

校の
うん

運
どう

動
じよう

場 には、
じ

自
てん

転
しや

車で
の

乗り
い

入れません。 

  ③ 
し

資
ざい

材
お

置き
ば

場や
けん

建
ちく

築
げん

現
ば

場、
ちゆう

駐
しや

車
じよう

場 などの
き

危
けん

険な
ば

場
しよ

所や
ひと

人
どお

通りの
すく

少ない
ところ

所 では
あそ

遊びません。 

（バス
どお

通り、
へ い わ

平和
こうえん

公園の
おく

奥など） 

  ④ 
こう

公
えん

園では、
こう

公
えん

園の
やく

約
そく

束
ごと

事を
まも

守って
あそ

遊びましょう。 

３ 
しゆう

集
だん

団
こう

行
どう

動 

① 
たい

体
いく

育
かん

館で
ちよう

朝
かい

会が
おこな

行 われる
とき

時は、チャイムで
きよう

教
しつ

室を
しゆつ

出
ぱつ

発します。 

  （
よ

予
れい

鈴で
あそ

遊びをやめて、
きよう

教
しつ

室に
もど

戻ります。） 

  ② 
せん

先
せい

生が
ごう

号
れい

令
だい

台に
あ

上がり
いち

一
ぽ

歩
まえ

前に
で

出て「
き

気を
つ

付け」の
し

姿
せい

勢をとったら、
れい

礼をしましょう。
はなし

話 を
お

終え、
いち

一
ぽ

歩
さ

下がって「
き

気を
つ

付け」の
し

姿
せい

勢をとったら、
れい

礼をしましょう。 


